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研究データ管理・利活用の事例

ムーンショット型研究開発制度



日本語日常対話コーパス（日本語の日常的な対話データ）

公開場所：GitHub（https://github.com/jqk09a/japanese-daily-dialogue)
公開時期：２０２３年５月１７日
アクセス数：２６５件/２週間（8月末～9月上旬に集計）

いずれも公開からの期間が短いため、具体的な活用事例についての情報は、確認できていない。
日本語日常対話コーパスについては、１００件弱のcloneがあると推定されており、水面下で活
用されている可能性が高い。

公開場所：GitHub（https://github.com/cl-tohoku/BPersona-chat）
公開時期：２０２３年１月１２日
アクセス数：６件

BPersonaChat（日本語と英語の対訳がセットとなった対話データ）

日常生活、学校、旅行、健康、娯楽の5つのトピックに関する日常会話を収録した高品質
なマルチターン対話データセット。すべての対話は基本的な語彙と語順で標準的な日本語で
書かれている。

英語多言語チャットコーパスPersona-chatと日本語多言語チャットコーパスJPersona-chatに
基づく評価データセット。各チャットは、人工的なペルソナを想定した2人のクラウドワー
カーの間で行われ、発言者は、自己紹介、趣味、その他を含むがこれらに限定されていない。

石黒プロジェクトでは、CAシステムを通して得られる多様なデータの再利用に取り組んで
おり、計２４件の体系的なデータ収集と整備を行っている。１４件がプロジェクト内で共有
されており、このうち２件がGitHubを通して広く公開されている。

出典：JST提供 2

事例紹介（JST・目標1）
石黒プロジェクトで収集されたデータの有効活用事例

https://github.com/jqk09a/japanese-daily-dialogue
https://github.com/cl-tohoku/BPersona-chat


• 【目的】各プロジェクトで創出されたデータを共有し、円滑・高速な統合解析、数理モデ
ル化を行うため、大規模データベースシステムを構築中。

• 【DBシステム】NII (国立情報学研究所）のGakuNin RDMを利用。
• 【体制】全プロジェクト横断で、数理データ連絡会議、データベース作業部会を構築し、
最適なDB運用に向けて議論し、データフォーマット、メタデータ設計、規程整備、データ
ベース利活用規程等を策定し推進。DBマネジメントやELSIの専門的な側面支援を
目的に、データベースマネージメント支援チーム、ELSI対応チームを構築。

• 【管理データ】各プロジェクト経時的未病データ（Bulk RNA-seq、一細胞RNA-seq、
空間的遺伝子発現、ゲノム・エピゲノム等）

• 【共有範囲／将来構想】：当初は目標２内の共有を実施。将来的には、本格的な
未病社会の構築に向けた統合的な超早期の疾病の予測・予防の研究において、国際
的な未病データ基盤の礎となることを想定。 出典：JST提供 3

事例紹介（JST・目標2）
2050年までに、超早期に疾患の予測・予防をすることができる社会を実現
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包括的
データベース

がんPJ
糖尿病PJ
神経PJ
感染症PJ

研究開発項目1：

複雑臓器制御系への数理的アプローチ
研究開発項目2：

複雑臓器制御系への
実験的アプローチ

研究開発項目3： 

数理的連携研究、データベース構築
およびELSI支援体制構築

疾病前状態の検出

𝐼𝐼 = 𝑆𝑆𝐷𝐷𝑑𝑑 ⋅ 𝑃𝑃𝑃𝑃𝑃𝑃𝑑𝑑,

DNBインデックス 

DNBの特性

𝑃𝑃𝑃𝑃𝑃𝑃 𝑥𝑥𝑖𝑖,𝑥𝑥𝑗𝑗 → ±1,
𝑆𝑆𝐷𝐷 𝑥𝑥𝑖𝑖 → ∞, 𝑆𝑆𝐷𝐷 𝑥𝑥𝑗𝑗 → ∞.

健康状態

疾病前状態

疾病状態

仮
想
エ
ネ
ル
ギ
ー

(JSTと共同特許取得済）

疾病予兆検出におけるDNB解析
理論と臓器間相互作用における
因果解析理論の研究開発

臓器間ネットワークの計測と治療の
ための観測・制御理論の構築

遺伝統計学的情報解析と包括的
データの蓄積

臓器間ネットワークのレジリエンス、
頑健性、破綻連鎖動態の理論と
データ解析手法の研究開発

数理モデル型およびデータ駆動型の
定量的データ解析アプローチの構築

DNB理論の
拡張

ネットワーク
制御治療

ネットワーク
解析

定量的シミュレーション オミクス・データ解析

複雑臓器制御系の
未病科学的研究

数理解析手法の
精神疾患への応用研究

実験・臨床的
連携

実験的検証

数理手法

精神疾患への応用

数理手法

数理解析手法

データベース化
MS目標2の他のプロジェクトとの
数理的連携研究およびデータベース構築 ELSI支援体制構築

数理手法 と データ

AMSプロジェクト運営支援チーム

合原一幸／陳 洛南

増田直紀 井村順一

岩見真吾 岡田随象

齋藤 滋

笠井清登

藤原寛太郎，飯田渓太，
野下浩司

飯島祥彦，磯部哲，
吉田雅幸，神里彩子

PM

合原一幸

事例紹介（JST・目標2）
合原一幸PM  「複雑臓器制御系の数理的包括理解と超早期精密早期精密医療への挑戦」
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取組事項
• プロジェクト内のGHG削減土壌メタデータを一元管理するシステムを構築
• 蓄積されたデータをプロジェクト内で活用する取り組みを実施

• 管理対象データの範囲：共有
• 公開、共有、非公開・非共有の区分の基準：共有

研究機関

研究機関

研究機関生データ

生データ

生データ

加工データ

メタデータ

APOLLO
(NARO, NII)

一元管理システム
データカタログ化

（プロジェクト内共有）
共通土壌

GHG削減微生物カタログ
化

土壌微生物カタログ化
シングルセル解析
ネットワーク解析

ゲノム

GHGデータ*
安定同位体解析
マクロ微生物叢*
N2O削減微生物*

団粒構造（CT）
GHG微小電極
ミクロ微生物叢
イメージング

ミクロマクロ

*市民科学

目標達成とデータ資産化

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
GHG:温室効果ガス

事例紹介（NEDO ・目標4）
南澤 究PM     「資源循環の最適化による農地由来の温室効果ガスの排出削減」



【取組内容】
• 研究データは、研究機関ごとの管理からプロジェクト全体での共有管理への移行を推進中。
• 「土壌微生物アトラス」と「農業デジタルツイン」を基軸とするデータマネジメントによって、
地域・日本・地球の健康に貢献する研究成果を追求。
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＜農業デジタルツイン＞      土壌微生物を含めた農業のデジタル管理を中心にワンヘルスを実現

データ収集 データ分析 データ活用・収集システム
・データ蓄積・加工

・モデル構築
・予測結果導出

・分析ツール提供
・API提供

土壌分析関連機能 収量予測 品質予測 環境負荷予測

サプライチェーン関連機能 品種別需給管理 スマートフード促進
コミュニティ管理

直接取引市場
（国内/海外）

・ 管理対象データ： 論文のバックデータを必須としつつ、可能な範囲でデータの共有をプロジェクト内に求めている。
・ 公開、共有、非共有・非公開の区分：業界を発展させるために必要なデータは、可能な限り公開・共有。

 知財の保護等に係るものは、非共有・非公開。

大規模圃場試験（北海道〜九州の6地点）と全国圃場（33道府県59圃場）で取得した、土壌微生物アトラス
データを含む数万を超える測定項目のマルチモーダルデータ（マルチオミクス）で学習された統合モデルを搭載

土壌微生物の特徴(系統・遺伝子)を土壌の性質ごとに体系化し、
土壌微生物を中心にした地図帳（アトラス）を構築

データ収集 データ分析 データ活用

•細菌叢データ
•細菌ゲノムデータ
• ラマン分光データ
•土壌・環境・作物データ etc.

•有用微生物の共起ネットワーク解析
• RNA-seq 解析
•代謝物解析 etc.

•土壌健康度の指標
•微生物資材
•食味と生産性を兼ね備えたダイズ育種 etc.

プロジェクト完了時の全データは、〜１PB（千兆バイト）規模のデータ量を想定

＜土壌微生物アトラス＞

事例紹介（BRAIN・目標5 竹山PM 【土壌微生物叢アトラスに基づいた環境制御による循環型協生農業プラットフォーム構築】）

出典：BRAIN提供

事例紹介（BRAIN・目標5）
竹山PM  「土壌微生物叢アトラスに基づいた環境制御による循環型協生農業プラットフォーム構築」
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【取組内容】
• 研究データは研究者が所属する各研究機関で管理しているが、プロジェクト
内で研究データを参照（共有）できるシステムを開発中。

• バイオインフォマティクスの観点から、多様な研究データを活用・分析する
ことで研究成果を生み出すことを一つの目標としている。

• 管理対象データ：論文のバックデータを必須としつつ、可能な範囲でデータ
の共有をプロジェクト内に求めている。

• 公開、共有、非共有・非公開の区分：業界を発展させるために必要なデータ
は可能な限り公開・共有。また、知財の保護等に係るものは非共有・非公開。

出典：「ムーンショット型農林水産研究開発事業『地球規模の食料問題の解決と人類の宇宙進出に向けた
昆虫が支える循環型食料生産システムの開発』」（https://if3-moonshot.org/rd/subproject/）

事例紹介（BRAIN・目標5）
由良 敬PM 「地球規模の食料問題の解決と人類の宇宙進出に向けた昆虫が支える循環型食料生産システムの開発」

https://if3-moonshot.org/rd/subproject/
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＋自己反応性細胞
IL-6アンプ
阻害

２. 病気の芽を摘む技術関連データ
ニューロモジュレーション戦略

・IL-6アンプ因子

・自己抗体
自己反応性細胞

・ PET・MRI
次世代デバイスによる
検出・解析と情報発信

最先端の量子技術
１. 病気の芽を診る技術関連データ

次世代デバイ
スによる刺激
導入

取組事項
• プロジェクト内の共同研究データを一元管理するシステムを構築中。
（村上PMらが管理するデータサーバーを利活用）

• 研究データの共有により、データ解析を行うことで、量子技術による超高感
度解析、ニューロモジュレーション医療を実現することを目標に研究を実施。

• 管理対象データの範囲
個人情報は匿名化を行うことを徹底
量子計測デバイス関連データ、大容量画像データ、遺伝子発現関連データ
生理•行動情報に関するデータなどが対象

• 公開、共有、非公開・非共有の区分の基準
• 実験データの取得から解析までが一つのグループで完結しない場合はデ
ータの公開•共有を進める

事例紹介（BRAIN・目標7）
村上 正晃PM 「病気につながる血管周囲の微小炎症を標的とする量子技術、ニューロモデュレーション医療による未病時
治療法の開発」
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